
 

 

 

 
 

業績優秀者返還免除制度は、第一種奨学金の貸与を受ける大学院生（修士・博士前期課程、博士・

博士後期課程及び専門職学位課程）で、在学中に特に優れた業績を挙げたと大学が認める者を日本学

生支援機構（以下「機構」といいます。）が審査し、奨学金の全部又は一部を免除する制度です。 

学問分野での顕著な成果や発明・発見のほか、専攻分野に関する文化、芸術、スポーツにおけるめ

ざましい活躍、ボランティア等での顕著な社会貢献等も含めて評価し、学生の学修へのインセンティ

ブ向上を目的としています。 

対象は年度内に第一種奨学金の貸与が終了する大学院生で、満期終了者の他に、年度内辞退者や退

学者も含まれます（「採用時返還免除内定者」として決定している方も応募が必要です）。 

 

１．申 請 方 法  
 

(1) 例年 12月中旬頃に機構から募集案内が届きますので、対象者にメール等でお知らせします。

また、学生生活支援情報ホームページの「お知らせ」及び奨学金サイト「⑮業績優秀者返還免

除制度」でもお知らせします。 
 

(2) 応募希望者は、学生生活支援情報ホームページから下記２の申請書類をダウンロードし、「説

明資料」、「各様式の記入例」及び「Ｑ＆Ａ」（以上、同サイトに掲載）を熟読のうえ申請書類

を作成して提出期限（例年 1月下旬～2月中旬の間で設定）までに所属する研究科へ提出してくだ

さい。 
 

 

２．申 請 書 類  
 

提出書類 説  明 

【様式 1】業績優秀者返還免除申請書 

（A4 版） 

奨学生の所属、連絡先等及び大学院での研究課題を記入 

業績区分毎に業績タイトル、資料番号を記入 

【様式 A】特に優れた業績を証明する資料一覧

（A4 版 2 ページ） 

業績区分毎に業績タイトル、資料番号を記入し、その業績の詳

細（国内又は国外の別、第 1著者又は第 2 著者以降等）を記入 

【各自準備】特に優れた業績を証明する資料

（A4 版に統一） 

「様式 1」及び「様式 A」で整理した区分毎の業績を準備し、合

紙（中表紙）や見出し（インデックス）で整理 

【該当者のみ】業績証明書 
ボランティア活動の内容を主催者に証明いただく際に使用 

（新聞切り抜き等で代替可能） 

 

 

３．免除者の決定  

例年 4月～5月に開催する大学の返還免除候補者選考に関する委員会において候補者を決定し、機

構へ推薦します。機構は、本学からの推薦者を審査し全額又は半額免除者を決定します。 

選考結果の連絡は 7月中旬頃を予定しています。免除決定者へは機構から、不採用者へは本学から

お知らせします。 

琉球大学生向け（大学院第一種奨学生） 

日本学生支援機構「業績優秀者返還免除制度」について 



 

４．審査の対象となる業績の種類  
 

審査対象となる業績の項目 

１．学位論文、その他の研究論文 

２．大学院設置基準第 16 条に定める特定の課題についての研究成果（博士課程は該当せず） 

３．大学院設置基準第 16 条の 2 に定める試験及び審査の結果（博士課程は該当せず） 

４．専攻分野に関連した著書、データベース、その他の著作物（１及び２を除く） 

５．発明 

６．授業科目の成績 

７．研究又は教育に係る補助業務の実績 

８．専攻分野に関連した音楽、演劇、美術、その他芸術の発表会における成績 

９．専攻分野に関連したスポーツ競技会における成績 

１０．専攻分野に関連したボランティア活動、その他の社会貢献活動の実績 

※ 上記は省令に基づく項目です。より具体的な項目（「特に優れた業績を証明する資料」として提出する資料）は提

出資料掲載サイトに掲載しています。 

※ 内定候補者（下記 5 参照）の学内選考に当たっては、上記項目において顕著な成果を挙げる見込みがあること等

を総合的に評価します。 
 

 

５．申請に当たっての留意事項  

(1) 日本学術振興会（JSPS）の特別研究員に内定又は採用された方 
 

① 特別研究員に内定した方は、採用されるまでに日本学生支援機構の奨学金を「辞退」しなければ

なりません。内定後、速やかに奨学金窓口で辞退届の手続きをお願いします。 
 

② 内定者が日本学生支援機構の「業績優秀者返還免除制度」に申請する場合は、「内定を受けた年

度に申請」しなければなりません（課程修了年度ではありません）。特別研究員採用後は当該制

度に申請できませんのでご留意ください。 
 

 

(2) 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の「大学フェローシップ創設事業」又は「次世代研

究者挑戦的研究プログラム」の支援を受ける（予定を含む）方 
 

① 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の下記事業の支援を受けている又は受ける予定の

方は、日本学生支援機構の「業績優秀者返還免除制度」に申請することができません。 

・科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業 
 

・次世代研究者挑戦的研究プログラム 
 

② 上記①に関し、返還免除内定者が各事業の支援を受ける（予定を含む）場合、返還免除の内定は

取り消されます。 

 

 

 



 

６．返還免除内定制度について  

返還免除内定制度とは、貸与終了時期に決定する「業績優秀者返還免除」を進学時（博士・博士後期）

又は進学前（修士・博士前期・専門職）に内定し、修学に係る経済的な不安を早期に解消し、進学への

インセンティブを高めることを目的とした制度です。 

内定者は、貸与終了年度に「業績優秀者返還免除候補者」として機構へ推薦しますが、その際は、本

人申請が必要となります（業績を証明する書類の提出及び研究科の推薦を含む）。 

内定を得られなかった方も、貸与終了年度における「業績優秀者返還免除制度」へ応募することがで

きます。 

 

(1) 博士課程・博士後期課程 
 

① 対 象 者 

申請年度に 1年次に進学した大学院博士課程及び博士後期課程の第一種奨学生 

 

② 申請方法 

例年 11 月初旬に奨学金担当から対象者へメールでお知らせします。また、学生生活支援情報

ホームページの「お知らせ」及び奨学金サイト「⑧返還免除内定制度」でもお知らせします。 

応募希望者は、学生生活支援情報ホームページから下記③の申請書類をダウンロードし、提出

期限（12月初旬）までに所属する研究科事務室へ提出してください。 
  

※ 制度及び応募方法の詳細な説明は、必要に応じて奨学金窓口で行います。 

 

③ 申請書類 
 

提出書類 説  明 

【様式 2】博士課程進学に伴う採用時返還免除内

定候補者に係る申請書（A4 版 1 ページ） 
奨学生の所属、奨学生情報等を記入（パソコン入力可） 

【大学様式】修士・博士前期課程相当の研究科長

等からの推薦書 

（A4 版 1 ページ程度） 

指導教員等により、応募者の修士・博士前期課程相当におけ

る業績を記入 

※ 他大学院からの進学者は、当該大学院の教員が記入 

※ 医学研究科生で医学部から進学した場合は「学部におけ

る業績」を記入 

修士・博士前期課程（相当）の成績証明書 
不明な場合は研究科事務室に確認 

他大学大学院出身者は、出身校から取り寄せ 

 

④ 留意事項 

下記に該当する場合は、内定が取り消されます。 

ア． 内定者が貸与期間中に「停止」又は「廃止」の処置を受けた場合（やむを得ない場合を除く） 

イ．貸与終了年度の免除候補者として推薦を行うまでの間に、修業年限内で課程を修了できなく

なった場合（修業年限内に博士号を取得できなくなった場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑤ 参  考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(2) 修士課程・博士前期課程・専門職学位課程 
 

① 対 象 者（次の全てに該当する者） 

 

ア．申請の翌年度に修士課程等に進学し、進学後に第一種奨学金を利用予定（学部最終年次等） 

イ．申請時点において、下記のいずれかに該当 
 

・修学支援新制度を利用（給付奨学生又は新制度の授業料等減免利用者） 
 

・住民税非課税世帯（本人及び生計維持者（両親）の全員） 

ウ．下記のいずれかに進学を希望し、将来、その分野で必要な能力を備えて活動できると認められ

る者（申請後に本学が確認） 
 

・特定分野（情報、AI、量子及びマテリアル等において、科学技術イノベーションの創出に寄与す

る分野） 

・本学の強みや地域の強み等を生かした分野 

 

② 申請方法 

例年 10月～11月に募集します。学生生活支援情報ホームページの「お知らせ」及び奨学金サ

イト「⑧返還免除内定制度」でお知らせします。 

ア．応募希望者は、学生生活支援情報ホームページから下記③の申請書類をダウンロードし、

提出期限（11 月下旬）までに奨学金窓口（共通教育棟１号館１階）へ提出してください。 

※ 第一種奨学金の申請が必須です。同時期に募集する「大学院予約採用（第一種）」を併

せて申請してください。 

※ 制度及び応募方法の詳細な説明は、必要に応じて奨学金窓口で行います。 
 

イ．申請書類に不備がないことを確認した後に、スカラネット（機構の WEB 申請システム）

のログイン用ＩＤ等をお渡ししますので、12月中旬までにWEB申請してください。 

  ※ 上記ア及びイの手続きをもって申請完了です（いずれかが未完了の場合は申請取消）。 

 

③ 申請書類 
 

提出書類 説  明 

【大学様式】修士課程等返還免除内定候補者に

係る推薦書 

① 申請者記入欄あり（パソコン入力可） 
 

② 指導教員等により、応募者の学部等相当における成績等を

記入（他大学からの進学者は当該大学等の教員が記入） 

現在籍校の成績証明書 通算 GPA の分かる最新のもの 

申請要件を確認する書類 

① 修学支援新制度利用者 

奨学生番号が分かる書類（奨学金未利用者は新制度授

業料免除決定通知）等 
 

② 住民税非課税世帯 

本人と生計維持者（原則、父母の両方）の当該年度の

課税証明書 

 

④ 留意事項 

ア． 内定者が貸与期間中に「停止」又は「廃止」の処置を受けた場合や修業年限内で課程を修了

できなくなった場合 
 

イ．内定者の質保証のために、2年次進級時に中間評価を実施（内定者として相応しい成績を挙

げているかを確認） 



 

 

⑤ 参  考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜奨学金窓口：共通教育棟１号館１階＞ 
 

〒903-0129 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 

琉球大学学生部学生支援課奨学係 

      TEL  ：０９８－８９５－８１３６ 

      E-mail：gksygsn@acs.u-ryukyu.ac.jp 
学生生活支援情報ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 


